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概要

京都大学白浜水族館にて、 2007年 4月から 2008年 9月までに一般の来館者に対して、来館
者の年齢層、来館者がどこから来ているか、当水族館の展示がどう評価されているか、などを
調査するためにアンケート調査を行った。年齢別で面白かったかどうかを見ると、 70歳以上と
回答した人を除いて、 「おもしろかったJ rどちらかといえばおもしろかったJ と回答した人
の合計が、それぞれの年齢層で 9割前後を占めた。 10代と 20代、および 70歳以上では、 「つ
まらなかったJと回答した人の割合がやや高かった。当水族館を知った手段としては、 「家
族、友だち、知人の話や紹介」と回答した人の割合が白浜周辺からの来館者では高く、遠隔地
からの来館者ほど低い傾向が見られた。白浜周辺以外からの来館者では、 「たまたま見つけ
たj と回答した人の割合が高い傾向があった。和歌山県以外の近畿圏からの 1回目の来館者数
が、全体の半分以上を占めた。また、来館数を r2~4 回目 J r 5回目以上j と回答した人の割
合は、白浜周辺からの来館者ほど高く、遠隔地からの来館者ほど低い傾向が見られた。

緒言

博物館や水族館といった施設にとって、来
場者に対してアンケート調査を行うことは非

常に重要である。なぜならば、これによって
来館者の意向を、間接的にではあるが知るこ
とができるからである。アンケートの内容に
よって、来館者の特定の問題に対する認識度
(竹内， 2002)、どの展示の人気が高いか(石

渡ら， 2007)、どの年齢層に楽しんでもらえて
いるか(奥野， 1966)、などの情報を得るこ
とが可能である。また、これらの情報を得る
ことによって、展示方法や入館料、宣伝方法

などを検討することも可能になってくる。
京都大学白浜水族館は、大学付属の博物館

相当施設であるため、他の水族館とはやや趣

の異なる水族館である。 当初から、教育施設
であるという意識のもと運営されてきたた
め、展示されている主要生物も他の水族館と
はやや異なる。当館で展示されている生物の
大部分は南紀白浜周辺で採集された海産生物
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であり、特に無脊椎動物の展示を重視してい
る。脊椎動物に関しては魚類以外を展示して
おらず、多くの水族館で飼育されているペン
ギンやイルカなどの晴乳類・鳥類が一切展示

されていないことも特殊であるといえる。
しかしながら、海産無脊椎動物の知識が一

般によく知られているとは考えにくく、その
ような生物の展示を重視している当館は一般
にあまり受け入れられていない可能性が十分
にあった。にもかかわらず、このような特殊
な水族館が一般の来館者にどのような感想を

持たれているのかについて、正確に調査され
たことはなかった。今回、アンケートによっ
て一般の来館者の評価を調査するとともに、
今後の展示を検討してし、く重要な情報を得る
ことを目的として、アンケート調査を実施し

た。

方法

京都大学白浜水族館において、 2007年 4月
から 2008年 9月までの 18ヶ月間、水族館出



口にアンケート用紙と回収箱を設置してお
き、来館者にアンケートに回答してもらっ
た。この際、アンケートに回答してもらうよ
う呼びかけたりするなどは一切せず、来館者
の自由意思で記入してもらった。アンケート
は、 A4サイズ両面印刷の用紙に、合計 9聞
を用意した(表 l、2)。問 1から問 8につい
ては選択肢から当てはまるものを選ぶ形式に
し、問 9のみ自由に書き込んでもらう形式と

した。
アンケートは、回収箱にある程度たまった

時に回収し、その際いたずら書きと思われる
ものや白紙回答であったものをできる限り排
除した。

18ヶ月で 4621人分の有効な回答が得られ
た。しかし、設問によって回答していたり回
答していなかったりした人がいたため(問 1
には回答しているが問 2には回答していない
など)、総サンプル数は設問ごとに異なる。

なお、問 6は 2007年 6月途中に増設した
質問であるため、 6月以前のサンプノレ数が他
の期間と比べ少なくなっている。

問 9の意見・感想・要望欄に回答していた
人は 2389人 (51%)であり、これについて
は、得られた回答を、展示希望生物を記入し
ていたもの、水族館に対する要望を記入して
いたもの、感想を記入していたもの、の 3つ
に分類して集計した。

展示希望生物について回答していた人は
366人 (8%)であったが、一人で複数回答し
ている場合もあったため、回答の総計は 450
となった。なお、 f大きな魚」などの漠然と
した生物、現在は飼育している生物、希望し
た人の総計が 10人未満の生物、当館の設備
では飼育不可能な生物、が記入された回答は
「その他Jとして集計した。

水族館に対する要望に関しては 372人
(8%) が回答していた。この中で、予算的

に実現不可能な要望、現在は改善されている
要望は「その他」とした。
感想に関しては、 1623人が記入していた

が、多くは「面白かったJ rつまらなかっ
たJなど漠然とした回答であったため、集計
していない。
グラフ中では、以下の通り表記を省略して

いる場合がある。
問 1の r9歳までJ r70歳以上Jという回

答は、それぞれ r~9 歳J r70 歳~J と表記
している。
問 3の「白浜町・上富田町・田辺市・すさ

み町・みなべ町J r①以外の和歌山県内J
f大阪府・京都府・兵庫県・滋賀県・奈良

県J r①・②・③以外の都道県」とし、う回答
は、それぞれ f白浜周辺J r和歌山県内J
I近畿圏内J r全国Jとしている。
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問 5の「この水族館のホームページJ r新
聞、雑誌、ガイドブック、テレビ、ラジオ、
インターネットJ r家族、友だち、知人の話
や紹介Jという回答は、それぞれ「ホームペ
ージJ rその他メディアJ r人づてJとして
いる。

結果

1 :各設問の回答とその季節的な変化
問 l

年齢層は通年で大きな変化が見られず、
r9歳までJ r 10代j と回答した人の合計が

半分程度を占めていた(図 1)。また、年齢
が上がるほど割合が減っていく傾向が見られ
た。ただし、家族で来館している場合、親が
子供に回答させることが多い可能性があるた
め、この割合が来館者の年齢層を反映してい
ない可能性は十分にある。

問 2

男女比に関しては、女性のほうがやや多か
ったが、それ以外に大きな変化は認められな
かった。

問 3

来館者がどこから来ているかについては、
全期間で「大阪府・京都府・兵庫県・滋賀県
・奈良県j と回答した人が全体の 60%前後を
占めていた(図 2) 。また、 2007 年 7~9 月、
2008 年 1~3 月、 7~9 月では、 「大阪府・京
都府・兵庫県・滋賀県・奈良県」と回答した
人の割合がやや高くなっていた。これは、こ
の期間に夏休みと冬休みが含まれ、この地場
からの観光客の数が増えたためと考えられ
る。

問 4

この水族館を利用したのは何回目かという
質問では、 r 1回目」と回答した人の割合
が、全期間で 70%前後を占めていた(図
3)。このことから、リピーターの割合がやや
少ない傾向がし、えるが、 2回目以降来館した
人は、一度アンケートに回答しているため、
2回目以降アンケートに回答していないとい
う可能性がある。

問 5

この水族館を知った方法については、 「家
族、友だち、知人の話や紹介j および fたま
たま見つけたJという回答が全期間で目立っ
た(図 4)。また、 「その他j と回答した人
の多くは、 「タクシーの運転手に聞いたJ
「カーナビゲーションで見つけたJと記入し

ていたため、 「その他」と回答した人の多く
も「たまたま見つけたJに含まれると考えら
れる。

なお、選択肢②は「この水族館のホームペ
ージj であるが、選択肢③に「インターネッ



トj という回答も含まれている。これは当館
のホームページを見て来館した人の割合を調
べるために別に設問したのだが、そのことが

説明されていなかったので、回答者を混乱さ
せてしまった可能性がある。

問 6

水族館の展示内容については、 fおもしろ

かった j rどちらかといえばおもしろかっ

たj と回答した人の合計が全期間で 90%以上
を占めていた(図 5)。このことから、多く

の来館者に満足してもらえていることがわか

る。
間 7

この水族館が京都大学の付属施設で、大学
の教育・研究に利用されていることを知って
いたかどうかについては、 「知っていた」と
回答した人の割合は全期間で 45%前後であっ
た(図針。

問 8

入館料に関しては、 「安し、j rどちらかと

いえば安いj rふつう」と回答した人の合計
が全期間で 80%以上を占めていた(図 7)。
このため、入館料は現行で問題ないといえ
る。また、 7~9 月にかけて「安し、」と回答し
た人の割合がやや高くなっていたが、これは
夏休み期間に小中学生以下を無料としている

ことが関係している可能性がある。
2 総計した結果

この水族館の展示内容が面白かったかどう
かについて、年齢別に回答をまとめると、
r70歳以上」と回答した人を除いて、それぞ

れの年齢層で「おもしろかった」および「ど
ちらかといえばおもしろかった」と回答した
人の合計が 80%以上となった(図的。特

に、 r9歳まで」と回答した人では「おもし
ろかった」という回答のみが 80%以上を占め
ていたことから、小学生以下の小人に満足し
てもらえていることがわかった。 rつまらな
かったJと回答した人の割合は、 10代と 20

代、および 70歳以上でやや多くなる傾向が
見られた。

来館者を、どこから来たか、および何回目
の来館か、で分けた場合、 「大阪府・京都府
・兵庫県 ・滋賀県 ・奈良県Jかっ r1回 目J

と回答した人の割合が、全体の半分以上を占
めており(図 9)、和歌山県以外の近畿圏から

来館している人の割合が非常に大きいことが
明らかになった。これを地区別でみていく
と、 「白浜町・上富田町・田辺市・すさみ町
・みなベ町J と回答した人では r2~4 回目 J
および r5回目以上Jと回答した人の割合が
やや高かったが、 それ以外の地域では rl回
目j と回答した人の割合が高くなる傾向があ
った(図 10)。また、白浜周辺から遠くなる
ほど r2~4 回目 J r 5回目以上Jと回答した
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人の割合が低下していく傾向が見られた。来

館回数別では、 r 1回目Jと回答した人の 71

%が「大阪府・京都府・兵庫県・滋賀県・奈

良県j から来館しており 、初めて来館した人
の多くは和歌山県以外の近畿圏から来ていた

ことがわかった(図 11)。しかし、 r5回目

以上Jと回答した人のうち「大阪府・京都府

・兵庫県・滋賀県・奈良県Jからの来館者が
28%も占めており、近畿圏からの観光客で、
何度も来館している人がそれなりに多いこと
もわかった。 この水族館を知った方法につ
いて地区別にまとめると 、 「白浜町・上富田

町・田辺市・すさみ町-みなベ町Jと回答し
た人では、 「家族、友だち、知人の話や紹
介」および「学校の遠足や授業Jと回答した
人が非常に多かったことに比べ、遠隔地から
の来館者ほど、この 2つの回答の割合が減
り、 f新聞、雑誌、ガイドブック、テレビ、
ラジオ、インターネットJと回答した人の割
合が高くなる傾向が見られた(図 12)。ま
た、 「白浜町・上富田町・田辺市・すさみ町

・みなベ町Jと回答した人以外では、 「たま
たま見つけたJと回答した人の割合がかなり
高かった。このことから、白浜周辺では人づ
てにこの水族館のことが伝わっているのに対
し、白浜周辺以外では知名度が低く、白浜に

観光で訪れた人が水族館を偶然発見して来館
している場合が多いことが明らかになった。
展示してほしい生物については、 クラゲ、

ウミガメ、晴乳類・ 鳥類、 マグロ、カクレク
マノミと回答した人が多かった(図 13)。し
かし、イルカやペンギンなど一般の水族館で

目玉とされる生物の展示を希望した人は予想
より少な く、日甫乳類・鳥類すべて合計しでも

全体の 9%であった。ウミガメに関しては、
当水族館で以前飼育していたことがあり、そ
のこ とを知っている人からの要望が多かった
のではなし、かと考えられる。ジンベエザメに

関しては、他の水族館で飼育されていること
や、世界最大の魚であることから、やや希望
が多くなったと考えられる。

展示してほしい生物の「その他」について
は、サメに関する回答が多かった(表 3)。特
に、 一般に人食いザメと呼ばれるサメの展示

希望者が多かった。しかし、 「その他Jに含
まれる回答のうち、多くは 「熱帯魚J r美し
い魚j といった漠然としたものであった。

水族館に対する要望では、 「照明を明るく
してほしいJ r説明をもっと詳しくしてほし
しリ 「駐車場を広くしてほしし、」 などの回答
が多かった。また、 「タッチング、プールを作

ってほしいJ r解説をわかり やすくしてほし
し、」などの回答も目立った。

水族館に対する要望の中で「その他」とし
て集計した回答では、 「水族館をもっと広く



してほしいJ r展示種数を多くしてほしいJ

などの回答が目立った(表 4)。

考察

全期間で「大阪府・京都府・兵庫県・滋賀
県・奈良県」から来たと回答した人が多く、
和歌山県以外の近畿圏から来館している人が
予想よりも非常に多いということが確認でき
た(図 2)02007年 11月に阪和自動車道が南
紀田辺 ICまで開通し、交通の便がよ り改善
されたため、今後も近畿圏からの来館者が増

えると考えられる。
しかしながら、この水族館を知った方法に

関して、白浜周辺以外では「たまたま見つけ
たj と回答した人が多い傾向があり(図
12) 、全期間を通じても「たまたま見つけ
たJと回答した人が多かったため(図的、今
後はどのようにして当館の存在を宣伝してい
くかが、来館者数を噌加させるうえで非常に
重要であると考えられる。今回の調査で、新
聞・テ レビなどのメディアを通 じて当館のこ
とを知ったという人もかなり多いことが明ら
かになったため、この方面での宣伝をより活
発にしていくことが必要である。また、白浜
への観光客がこの水族館の存在に気づくこと
ができるように、看板を一般道から見えると

ころに設置することも必要であろう。これに
よって、あらかじめ当館の存在を知ってから
観光に来ている人が来館しやすくなる効果も
あると考えられる。事実、 「看板をもっと見
やすくしてほししリという要望も 5件あり
(表 4)、看板は比較的容易に設置できること

からも早急に検討するべきである。
白浜周辺では、家族や知人の話で知った、

遠足や授業で知った、と回答した人が多かっ
たが、これは当館が白浜周辺の幼稚園や小学
校の遠足などの行事で頻繁に利用されている
ことと整合している。また、白浜周辺からの
来館者では、 5回以上来館していると回答し
た人の割合もかなり高かったため(図 10)、
地元の人にある程度評価してもらえているこ

とも明らかになった。
当館が無脊椎動物の展示を重要視している

やや特殊な水族館であるにもかかわらず、展
示に対する評価は予想以上に高いことが分か
った(図 5、針。もちろん、展示に満足しな
かった人があまりアンケートに回答していな
い可能性もあるが、それを考慮に入れてもか
なりの好評であることがうかがえる。年齢別
の評価では、 9歳までの小人に高評価である
ことがわかった。これは、大人が 「気持ち悪
し、j と感じる生き物でも、子供は純粋に「奇
妙なJ rおもしろし、j 生き物と見ることがで
きるということではないだろうか。そのた

52 

め、無脊椎動物という普段あまり見ることの
ない生物が多数展示されている当館を十分に

堪能できたと思われる。
10代と 20代で「つまらなかったJと回答

する割合がやや増える傾向が見られたが、こ
の年齢層にとって水族館とは「イルカやペン

ギンが展示されている施設Jというイメージ

が大きくなっているからではないだろうか。
また、水族館に対して Iデートスポットを

提供してほしい」という意識が強い可能性も
十分に考えられる。また、 70歳以上で「つま
らなかったJと回答した人の割合が 21%に達
したが、 30 代~60 代の回答から考えると不
自然な値となっている。これに関しては、子
供のいたずらの影響が強く出てしまった可能
性が高い。子どもがいたずらでアンケートに
回答する場合、もっとも極端な回答を選択す
る傾向があり(たとえば、年齢 r70歳以
上J、 「近畿以外の都道県Jでアメリカから
来た、来館回数 rs回目以上」、展示は「つ

まらなかった」、入館料は 「高いJ、とする
など)、もともと 70歳以上と回答したサンプ
ル数がやや少ないこともあって、いたずらの
影響が強く出てしまったのであろう。

展示を希望する生物で「クラゲ」という回
答が目立ったことについて (図 13)、現在当

館ではサカサクラゲを常時展示しているが、
おそらく水中を漂うタイ プのクラゲをイメー
ジして回答した人が多かったと考えられる。
クラゲは、以前と比較して飼育技術が向上
し、様々な水族館で飼育され、いわゆる I癒

し系生物Jとして人気があるため、希望が多
くなったのであろう。今後、ミズクラゲなど
の展示を検討し、要望にこたえていく予定で
ある。 rマグロ lを展示してほしいという回
答も多かったが、当館の近隣にマグロ養殖の
発祥となった近畿大学の施設があるため、要
望が多かったのではなし、かと考えられる。し
かしながら、マグロのような大型の回遊魚
は、当館の設備では飼育は難しく、実現は不
可能であると思われる。 rカクレクマノミ j

と回答した人も多かったが、カクレクマノミ
はかつて映画の主役に選ばれ一躍有名になっ
たため、要望が多かったと考えられる。しか
しながら、カ クレクマノミは南方系の種であ
り、和歌山県では現在確認されていないた
め、白浜周辺の生物を展示するという当館の
コンセプトから逸脱することから、展示する
ことはできない。

その他の展示希望生物では、サメに関する
要望が特に多かった(表 3)。現在当館では、
エイラクブカやナヌカザメなどを常時展示 し
ているが、より大型の種を展示してほしいと
いう要望が強いことがわかった。しかしなが
ら、大型のサメ類を飼育するにはかなり大型



の水槽が必要となり、当館の設備では対応で

きないことから、実現は困難と考えられる。
展示希望があった生物の中で、無脊椎動物

を合計すると、全体の 24% (n=109) を占め

ていた。日商事L類・鳥類の合計が 9%であった

ことを考えると、これは決して少ない数字で

はない。このことから、無脊椎動物を中心に

展示するという当館の意図がある程度来館者

に伝わっていると考えることもできる。

水族館に対する要望では、 「照明を明るく
してほししリという意見がかなり多かった

(図 14)。しかし、通路側の照明を強くしす

ぎると、①展示物が見えにくくなる、②ガラ

ス面に藻類が発生しやすくなる、などの理由

から、照明を強くすることは困難である。

「説明をもっと詳しくしてほししリという意
見が多いことに関しては、魚名板や解説板の

利用率が決して低いものではなかったとする
奥野(1971)の結果と同じく、説明板などを

利用する来館者が予想よりも多いことを示し

ている。これに関しては、水槽解説ファイル

を増設し、より分かりやすい内容を、多数掲
示していくことで対応していく予定である。

「駐車場を広くしてほししリという意見も多

く、特に夏休みなど来館者が増加する時期は

駐車場が頻繁に満車になるため、駐車場の拡

張は早急に議論されるべきであろう。現在、

大型パスが駐車できるスペースがないため、

集客の点からも駐車場の拡張は非常に重要で
ある。 rタッチングプールを設置してほし

いJという意見も多かったが、プールに入れ

る生物の確保と、監視に人員が必要になるこ

とから、実現は難しい。 rクイズラリーを充

実させてほしい」という要望に関しては、大

きくわけで、 「景品がほしいJ r問題数を増
やしてほしし、J r問題を易しくしてほしい」

の3つの意見があった。景品を用意すること

は難しいが、問題を変更することや問題数を

増やすことは可能なので、議論の余地があ
る。

要望の中でその他とした回答では、 「展示

種数を増やしてほしいJと「施設を広くして
ほしいJという意見が目立った(表 4)。当館

では常時数百種の生物を展示しているにもか

かわらず、意外にも種数糟加を希望する人が

多かった。これについては、外見がよく似て

いる種同士を区別することができず、そのた

め種数が少ないと感じる人が多い可能性が考

えられる。しかし、来館者が「晴乳類J r鳥
類J r腿虫類J r両生類J r魚類J r無脊椎

動物Jという分類で生物をみているために、
このような結果になった可能性もある。この

分類に基づけば、多くの水族館でこのすべて

53 

を展示していることになるが、当館では「魚

類」と「無脊椎動物Jの 2種類しか展示して

いないことになり、このことから種数が少な
いという感想を持つ人がいたのではないだろ

うか。当館は無脊椎動物が非常に多様である

ことを来館者に伝えることも目的のーっとし

ているが、海洋における門レベノレでの多様性

は、一般には未だほとんど知られていないた

めに、このような意見がでてきたともいえ
る。無脊椎動物の展示希望が意外にも多かっ

た一方でこのような結果がでたことから、今

後も海洋生物の多様性を伝える努力を継続す

ることが重要であると考えられる。

当館は京都大学の付属施設であり、娯楽施

設ではなく教育・研究施設であることを意識

した水族館である。しかしながら、一般の来
館者にとって、水族館とは家族観覧を目的と

する施設である、という意識が強く(石渡ら，
2007)、学習の場であるという認識はほとん

どない。事実、当館が大学の付属施設で教育

.研究に利用されていることを知っていた人

は全体の半分にも満たなかった(図的。この
ため、多くの水族館では脊椎動物の展示を重

視し、イルカやペンギンなどが目玉とされる

傾向が強い。しかしながら、当館では脊椎動

物の展示は魚類に限っており、無脊椎動物の

展示を重視している。その展示において、あ
る程度の高評価を得たことで、当館の方向性

が決して間違いではなかったことを明らかに
できたのではないだろうか。海洋に生息する

脊椎動物はわずかであり、むしろ非常に多様

な無脊椎動物が生息している。そのことを身

近に学ぶことのできる施設として、今後も宣

伝・展示ともに努力していくことが必要であ

る。
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表1. アンケート用紙(表)

家箇の臼告をお盆き管さい.

[ ]賀[ 1富[ 1握
京都大学白浜水族館についてのアンケー卜

家富は慧蔀尖挙旨業家議飴をご対局いただきありがとうございました。ぉ薬しみいただ

けだでしょうか。みなさまのご繍・ご崩などをお自かぜください。この騒動Id:、

わかりやすく、ためになる最議ができるよう白足翼活をしております。いただいた義量な

ご量買は、すこしでちょい属議をするための義語にさせていただきます.

このページの白いには、若瀧の( ]の寧に蓄蓄を竺つだけお暑さください。

1. ぉ議をお知らせください。

①9議、まで、 ②10科、 @20符、 ④30符、 ⑤40符、 @印誌、 ⑦60符、
@70議設主... .. .. . .. .. . .. 

2. 
ぜいぺっ し

性別をお知らせください. ① 

3. 
み

どちらからお見えになりましたか.

賞、 ② 
おん怠

女

① 

③ 

しら臥まち~うかゐとん，1!5~う 疋 ll'てし ち..う ち~う

白浜町・上富田町・田辺市・すさみ町・みなぺ町、 ②①以外の和歌山県内、

突議官.京金浦.巽雇員・並3鎚.象首長、 ④ ①・②・③ぬ味の轟選議・・[ ] 

4.この雑話Iま樹首のご婦ですか。

① 1白菌、 ② 2"'4白首、 ③ 5白首凶主・・・・・・ ・・・・・・・[

5. この家長話をどのようにしてお泊りになりましたか.

① リーフレツト・ポスター、 ② この家長麓のホームページ、 ③ 結晶、雑路、

ガイドブック、テレビ、ラジオ、インターネット、 ④き張、震だち、弘文の嘗ゃ詰守、

⑤事授の鐘雇ゃ宮髪、 @ たまたま負つけた、 ⑦ その晶・・・・・[ ] 

6. この京議議の色濃品、醤はいかがでしたか。

①おもしろかった、②どちらかといえばおもしろかった、③どちらかといえばつまらな

かった、④つまらなかった・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・[ ] 

7. この志議誌が京語笑挙の自品晶渥で、笑挙の議3語.鵠・9Sに和浦されていることをご
識でしたか.

①知っていだ、 ② 知らなかった ・・・

に・ うかんり ~.) おも

8 入館料についてどう思われますか。

①安い、② どちらかといえば妄ぃ、③
やす

たか

⑤高い

ふつう、④
たか

どちらかといえば高い、

〈益ページの属酋にもお蓄えくださし¥)
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表 2. アンケー卜用紙(裏). 

9 ご齢、ご縮、ご差量など、鎚にお曇きください.(官レく鶏レたこと、総
ゃ簡協をもった室箱.蓄積、長津レてほしい室箱、京語ゃ鴇官、.32当t;jなどの韻語で
8τん

お気づきの点など〉

ご官百ありがとうございました。ii文}会みのアンケート恒雄は箇官嶺にお久れください。
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図 2 来館者がどこから来たかを季節別にまとめたもの
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図 10. この水族館を利用したのは何回目かに対する回答を地区別でまとめたもの.
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図 12 この水族館をどのような方法で知ったか、に対する回答を地区別でまとめたもの.
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図 14. 水族館に対する要望.
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表 3. 展示希望動物の「その他」回答(おおまかな分類群別)• 

サメ 15 オヒョウ シャコ

ホオジロザメ 3 エピスシイラ カブトガニ

大きいサメ 9 カジキ ズワイガニ

珍しいサメ コバンザメ 貝類 6 

シュモクザメ 5 イシダイ 3 タコ 4 

ネコザメ 3 キス ミズダコ

メガマウス 2 リーフィーシードラゴン クリオネ 9 

シロワニ タツノオトシゴ 4 アメブラ シ 2 

イタチザメ ピラニア 3 ヒトデ

ヨシキリザメ 金魚 スカシカシパン

アオザメ ベタ イソギンチャク

ポートジャクソンネコザメ 電気ナマズ 2 藻類 3 

ヱイ ピラノレク 2 海草

メガネモチノウオ 2 エンゼルフィッシュ 星砂

フグ 2 マス 2 淡水の生物 5 

ハコフグの幼魚 ウミヘビ 3 深海の生物 3 

ナンヨウハギ ワニ 深海魚 12 

チョウザメ 2 オオサンシ司ウウオ 熱帯魚 11 

タテジマキンチャク ダイ ウーパールーパー 2 美 しい魚(カラフルな魚、かわ 11 

いい魚含む)

ソメワケヤッコ ホヤ 大きな魚 2 

コプダイ 2 ダイオウ グソクムシ 変わった魚(珍しい魚含む) 6 

アオプダイ オオグソク ムシ 小さい生き物

ツノダシ エビ 微生物

シーラカンス 3 スベスベケブカガニ 外来魚

リュウグウノツカイ 3 スベスベ7 ンジュウガニ 珍しい生き物 4 

チンアナゴ ヤマトカラッパ 不細工な魚

タマノミ シオマネキ 新種の魚

ソラスズメダイ アサヒガニ
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表 4 水族館に対する要望の中で「その他j とした回答の内訳(希望数別).

入館料を安くして 13 水槽の奥を見やすくして

展不している種数を増やして 12 ベビーベッドを設けて

もっと広くして 11 スタンプフリーをつくって

機器の管理をしっかりして 8 置いてある本を買えるようにして

看板を見やすくして 5 トイレを洋式にして

パックヤードツアーの回数を績やして 5 ナヌカザメの成長過程を展示して

館内をきれいにして 5 水漏れを直して

トイレをきれいにして 4 説明版への照明は水槽へ反射するのでなくして

給餌のときにアナウンスして 4 食べられるか書いて 1 I 

展示スペースを増やして 3 パックヤードツアーを GWにもおこなって

精子を増やして 3 障害者割引をつくって

休憩・遊びゾーン 3 SEM像を展示して

魚の写真をわかりやすものにして 3 図書室をつくって

餌やり体験がしたい 3 駐車場に日陰をつくって

年間パスをつくって 2 露をふくタオルをおいて 1 I 

しんだ魚を引き上げて 2 最後の水僧をもっと華やかにして

/レーベが上下移動できるようにして 2 グッズをおいて

イルカショーが見たい 2 尽都にもつくって

ウツボのパイプを長くして 紀伊民報の記事を水槽にも展示して

ウツボを見やすくして 子供が見づらいので踏み台をおいて

リーフレッ トを見やすくして 8GMがほしい

クジラの骨を展示して 調べ物用にパソコンを設置して

自販機を設置して 一つの水槽に一種の生物にして

水槽を大きくして
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